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はじめに

近年, 子供を取り巻く環境が大きく変わり, 子供の体

力低下が大きな教育課題の一つとなっている (文部科学

省2017)｡ 一方, 体力と学力が正の相関をもつことも示

唆されている (生駒2011；小澤2013；新本ほか2016；西

端2017)｡

体力と学力の関係が示唆されていることから, 体づく

りを学校全体で実施する学校もないわけではない｡ しか

し, 長期にわたって取り組み, またその記録が残されて

いる学校は少ない｡ 例えば, 北浦らは, 学力と体力が連

動して伸びた学校について, その向上の要因に関して

｢長期的な効果検証｣ を行っている｡ しかし, その対象

校のデータは３年間のものであり, どのような取り組み

を行ったかということも具体的には示されていない (北

浦ほか 2018)｡

そこで, 本稿では, ｢学習に向かうことができる体づ

くり｣ を組織的かつ約９年間という長期にわたり継続的

に実施してきた小学校の取り組みの実際を記述し, その

成果としての児童の体力と学力の変化について明らかに

する｡

本稿が対象とする小学校 (以下, A小学校とする) は,

S県内の都市部にあり, 全校児童数は約350人の中規模

校である (平成20年代)｡ A小学校の児童は, 都市部と

いう環境もあり身体活動量が少なく, 遊び等を通して身

につけていく体力形成が不十分になりやすい｡ 特に, そ

のことが ｢学習に向かう｣ ことを阻む一要因になってい

る――｡ 特に平成22年度の校長はそのように感じ, A小

学校では平成22年度より学校全体で ｢学習に向かうこと

ができる体づくり｣ を組織的に取り組むこととなった｡

この取り組みは, 校長の交代も経つつ, また学校の事情

による取り組みの強調点の多少変化もありつつも, 現在

(平成30年度) まで継続している｡

なお, 本稿で明らかにすることは, A小学校の資料や

同校職員からの聞き取りに基づくものである註１｡

１. ｢体づくり｣ の体制と取り組み

(１) 平成22年～25年度の体制と取り組み

～校内研究 ｢体づくり｣ の開始～

A小学校では平成22年度から, 校内研究として ｢学習

に向かうことができる体づくりの実践｣ (以下, ｢体づく

り｣) に取り組むこととなった｡ ｢体づくり｣ 中心の校内

研究は, まず平成25年度まで継続された｡

・基本的な考え方

はじめに, この ｢体づくり｣ がどのような考え方のも

と実施されたか述べておく｡ A小学校を管轄する教育委

員会が当時取り入れていたのは中尾の研究 (中尾 2013)

であった｡ 中尾によれば, 幼少期の生活の変化などを要

因に, 最近の子供たちは, 不器用さや行動抑制できない

状況が目立つ｡ そこで, 中尾は特別支援教育の視点から,

感覚運動機能を発達させることの重要性を論じている｡

加えて, 中尾は, 学習に向かう力を準備するためには,

感覚が統合されて筋肉の緊張をコントロールする力が必

要であり, そのような力によって情緒が安定し, 注意を
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向けて集中する力がつき, その結果読み書きをする土台,

言い換えれば ｢学習に向かうことができる体｣ がつくら

れると論じている｡

A小学校ではこの中尾の考え方を参考にしつつ, また

同校の児童の実態を踏まえ, A小学校独自に ｢支える｣

動き・姿勢, ｢構える｣ 動き・姿勢, ｢調整する｣ 動き・

姿勢を児童がうまくとれるようになることを, ｢体づく

り｣ 指導の中心的な要点とした｡ こうした指導によって

A小学校では, ｢学習に向かうことができる体｣, すなわ

ち ｢話し手の方を見て, 言っていることを聞き, 理解し

て行動することが円滑にできる体｣ を児童に形成できる

と考えた｡ このような考え方の下, A小学校では, 平成

22年度より研究主題を ｢確かに学び, 共に生きていこう

とする子供の育成～学習に向かうことができる体づくり

の実践を通して～｣ とすることとなった｡

・取り組み内容

毎年子供たちの実態把握がされ, そのアセスメントの

もと, 取り組みの改善や修正が繰り返された｡ その中で

全校の取り組みとして定着していったものは, 体育の授

業で中心的に行われる ｢Aっ子サーキット｣, 学校生活

の中での ｢チャレンジタイム｣ ｢A小オリンピック｣ ｢日

常の取り組み｣ であった｡ それぞれの取り組みの概要は

表１の通りである｡
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表１ A小学校の ｢体づくり｣ の具体的取り組み
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・校内体制の実際

これらは, 研究部を主体に全教職員で取り組まれた｡

研究開始からの２年間は, 研究部が研究の推進役を担い

ながら, 全教職員は ｢授業を通しての体づくり部｣ と

｢生活の中での体づくりと環境づくり部｣ の２つの部に

分けられ, それぞれ実践を行った｡ 平成24年度からは研

究部の部員は, ｢授業部｣ と ｢生活・環境部｣ に分かれ,

その他の教職員は各学年部に所属することで, 全教職員

で実践していった｡ なお, ここで言う授業部とは, 体育

科の授業を中心に ｢体づくり｣ を推進していく部であり,

生活・環境部は ｢体づくり｣ に関する取り組みの環境等

の整備を推進していく部である｡

平成25年度は, 前年度の体制を基本的に踏襲した上で,

組織体制が微修正された (図１)｡

図１ 平成25年度 研究組織図

・校内体制の考え方： ｢縦と横の組合せ｣

こうした校内体制は, 次のような考え方に支えられて

いた｡

望ましい研究組織の編成は, 学校規模や教職員数, 学

校の実態等により異なるが, どの学校においても ｢横の

組織｣ と ｢縦の組織｣ が効果的に機能することが求めら

れるだろう｡ ここで言う ｢横の組織｣ は学年部を基本と

する組織であり, ｢縦の組織｣ は, 学年に関係なく教員

が割り振られた研究部を基本とする組織である｡

学年部で編成される ｢横の組織｣ は, 当該学年の教育

活動を進める上で重要な役割を果たし, 児童の発達段階

に応じた研究が構築できる点で有効に働く｡ また, 研究

に関する会議や打合せ等, 話し合いを持つ場合にも情報

を共有しやすく, 時間を揃え, 集まりやすいという利点

もある｡

しかし, 学校全体に関わる課題や学年・校種間の連携

が必要な場合には, ｢縦の組織｣ の活用が求められる｡

つまり, ｢横の組織｣ だけでは滞りがちになるが, 研究

部員も学年部に所属していることから, その研究部員が

学年部での話し合いを研究面に関してはリードするとい

うことがなされた｡

このようにA小学校では, ｢縦と横の組織の組合せ｣

で ｢体づくり｣ を学校全体で推進する体制が構築されて

いた｡

加えて, その中心的な役割を担っていた者は校長であっ

た｡ 校長は, 学校経営方針の一つに, 明確に ｢体づくり｣

を位置づけ, 教員に意識づけ, 動機づけを図った｡ また,

｢学びの主人公｣ である子供に対しては, 校長自ら全校

集会で ｢体づくり｣ の意義・目的・方法についてプレゼ

ンテーションを行い, 児童の意欲を喚起した｡ さらに,

保護者や地域に対しても, 学校便りや地域の集会等で,

A小学校の ｢体づくり｣ について説明をし, 理解を求め

た｡ このような校長のリーダーシップも, ｢体づくり｣

の取り組みにとって不可欠な要素であった｡

(２) 平成26年～27年度の体制と取り組み

～ ｢体づくり｣ の副次化～

平成25年12月の ｢体づくり｣ の取り組みの成果発表会

後, ｢成果もあったのだから, 体づくりは一区切り｣,

｢体づくりとは別の研究にしていきたい｣ という雰囲気

が少しずつ出始めていた｡ さらに, 平成25年度の全国学

力テスト (平成24年度は抽出調査) が, 再び全国一斉に

行われることになったことから, 学力向上に向けた取り

組みの更なる強化が叫ばれるようになってきた｡ このよ

うな流れをうけ, 平成26年度からはA小学校では学力向

上の基盤となる ｢体づくり｣ の取り組みと平行して,

｢授業づくり｣ にも校内研究として着手し, 両方向から

の学力向上をめざすこととなった｡

平成26年度の研究体制は, 前年度とは大きな変更はな

かった｡ ｢体づくり｣ の取り組みは若干の変更はあるも

のの基本的には平成25年度までの取り組みが継続された｡

学力向上に係わる取り組みとして, 国語と算数の基礎的・

基本的な力の向上をめざす ｢漢字・計算会｣ が月１回実

施され, 毎週月曜日の６時間目には国語と算数の活用力

を高めることを目的とした ｢パワーアップタイム｣ が新

たに設定された｡ さらに, 家庭学習の充実を図る ｢家庭

学習の手引き｣ の作成と活用などにも新しく取り組むよ

うになった｡

また, 学力向上を意識した ｢授業づくり｣ を構想する

上で, 研究上の中心教科は算数科とされた｡

平成27年度は, これまで ｢体づくり｣ の取り組みを推

進してきた研究主任に代わり, 新しく着任してきた教員

が研究主任になった｡ そのため, 手探りの状態から研究

が開始された｡ 前年度に引き続き, 算数科を中心に全て

の学習活動にユニバーサルデザインの視点をもって取り

組むことになった｡ 全ての児童に分かる喜びと学ぶ楽し

さを感じられるようにしていくという願いのもと, これ

まで培ってきた ｢体づくり｣ も継続して取り組むととも

に, それらの力を基盤としながら, 学力の向上を図って

いくことが中心テーマとなった｡
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以上のように, 平成26・27年度は, 学力向上への取り

組みが校内研究のメインとなり, ｢体づくり｣ はそれを

支える位置づけとなった｡ 当時の学力をめぐる状況・学

校事情等から, それまでの ｢体づくり｣ の取り組みがや

や低調になっていったと言える｡ 学力の基盤としての体

力という位置づけという点で体力の重要視には変化はな

いが, 校内での取り組みという点では ｢体づくり｣ は副

次化した時期であった｡

(３) 平成28年～30年度の体制と取り組み

１) 体づくり部の新設と取り組みの再整備

平成26年度からは校内研究の中心として ｢体づくり｣

に取り組まなくなったことで ｢成果や課題｣, ｢柱となる

取り組み｣ が見えにくくなった｡ さらに, 先述したよう

に平成27年度からは学力向上に向けた取り組みが増え,

｢体づくり｣ に対する教員の負担感や意欲低下も伺える

ようになった｡ しかしながら, 児童の体力低下及びそれ

による ｢学習へ向かう｣ ことが十分に定着していないこ

ともあり, 改めて ｢体づくり｣ の意義や背景が確認され,

教員の意識の向上を図り, その取り組みを再構築し推進

していくこととなった｡ そこで, 平成27年度末 ｢体づく

り部｣ の新設が提案され, 平成28年度から ｢体づくり部｣

がスタートすることとなった｡ 平成25年度の時点で有効

に機能した組織のかたちがあったものの, 校長・職員の

変化もあり､ 平成28年度は図２のような体制で実施され

ることとなった｡

図２ 平成28年度 研究に関する組織図

体づくり部は３人体制になり, 現在 (平成30年度) ま

で続いている｡ なお, この体づくり部には, 平成28・29

年度にはアドバイザーというかたちで関わった教員 (B

とする) が存在する｡ B (A小学校在籍７年目40代男性)

は, 平成28・29年度教職大学院の大学院生であったこと

から, これまでの経験および大学院での学修を踏まえ,

｢体づくり｣ の内容やそれを推進する組織づくりに関し

てアドバイスを与える役目を担った｡

平成28年度の ｢体づくり部｣ は, ３名の教員と, １名

のアドバイザーというかたちで運営された｡ ４月当初に

体づくり部会を行い, 平成27年度までの反省を踏まえて

取り組みや活動の方針を協議し, 基本的にこれまでの取

り組みを踏襲しながら, 改善を加えていくことを確認し,

スタートした｡

しかし, 平成28年７月時点の教員の声として ｢A小オ

リンピックはとても良い活動だが準備が大変｣, ｢校務分

掌に体づくりの取り組みを位置づけた方がよいのではな

いか｣ という意見があった｡ この時点では, ｢体づくり｣

を中心的に担う体制はできていたものの, 前年度までの

取り組みと大きく変わったところもなく, 全教職員がそ

の背景や意義, 成果を理解した上で, 組織的に取り組む

ことができていなかったと言える｡ そのため, 年度当初

に体づくり部の体制を作っておくことだけでなく, 全教

職員と ｢体づくり｣ に関する共通理解を図っておくこと

が重要であるとの課題が認識された｡

こうした平成28年度の反省を踏まえ, 平成29年度の取

り組みが開始された｡ 平成29年度からの体づくり部は,

Bを含めた３人体制で運営された｡ ４月当初に, ｢体づ

くり部｣ において, Aっ子サーキット, チャレンジタイ

ム, A小オリンピックの改善案の提案, 体づくり全体構

想図 (図３), 体づくり年間指導計画の提案 (表２), 体

育科における授業づくりの方針 (図４) が決定された｡

体づくり全体構想図は, ｢体づくり｣ の基本的な方針

であり, 教育活動全体を通じて推進するために, 背景や

意義, 具体的な取り組みを総合的・体系的に示したもの

である｡ 全教職員が ｢体づくり｣ の意義やねらいを共通

理解していくために作成された｡

体づくり年間指導計画は, 全体構想図に基づき, 子供

の発達段階を踏まえ, 育てたい資質・能力を見据え, 当

該年度に行う指導内容・方法等 (｢何を｣ ｢いつ｣ ｢どこ

で｣ ｢どのように｣ 学習するか) を関連性や系統性を考

慮し位置付けたものである｡ 年間指導計画を作成するこ

とにより, 各行事, 各 ｢体づくり｣ の取り組み, 体育科,

児童会活動, 地域や家庭との連携等が, ｢体づくり｣ に

どのように関連付けられているかが明確になり, 体系的・

系統的な指導が可能になることが企図された｡

また, この年間指導計画の作成にあたっては, 他の部

とも連携し全校体制で取り組むことも確認された｡ 具体

的には, ｢体づくり｣ を組織的に取り組むために教務部,

研究部, 生徒指導部そして学力向上推進部が連携し, 各

部の年間計画や全体計画の中に ｢体づくり｣ に関する項

目や内容が位置付けられることになった (表３)｡

学習に向かうことができる ｢体づくり｣ を組織的に取

り組むためには, 体づくり部の体制が整えられ, 取り組

みがなされるだけでは不十分である｡ そこで, 体づくり

部だけでなく, 学校組織全体で ｢体づくり｣ に取り組む

体制を整備していくことが重要となる｡ そのため, この

ような各部との連携が意識された｡
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図３ 平成29年度 体づくり 全体構想図
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表２ 平成29年度 体づくり年間指導計画

図４ 平成29年度 A小学校における体育科の授業づくり
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表３ ｢体づくり｣ に関する各部の取り組み

２) 組織的取り組みの実際

① 体育科における ｢体づくり｣

｢体づくり｣ の取り組みの大きな柱は体育科の授業で

ある｡ そこでまず, 平成29年４月に ｢体育科の授業づく

りの方針｣ (図４) が示され, 全教員で共有された｡ 次

いで, ｢Aっ子サーキット｣ の確実な実施がなされた｡

具体的には, ｢Aっ子サーキット｣ のビデオ教材が, ｢体

づくり部｣ で作成され, それを基に教員研修会が実施さ

れた｡ また, 子供たちへも ｢体づくり｣ の意義や実施方

法が積極的に伝えられた｡

加えて, 低学年の体育の授業を中心に, 着任して１～

２年の教員間で授業を見合ったり, ｢体づくり部｣ が授

業モデルを示したりした｡ このように授業者の裁量に任

せていた体育科の授業に, 学校全体として一貫性を持た

せることが試みられた｡

② 学校生活全体における ｢体づくり｣

体育科以外での取り組みとして, 従来取り組んできた

｢A小オリンピック｣ (20種目の運動遊びを全校縦割り集

団で実施) や ｢チャレンジタイム｣ (各自がカードを持

ち, 遊具を使った運動に取り組む時間) がある｡ これら

は, 運営主体が教員だったものから高学年が主体的に運

営できるように改善され, 継続されることとなった｡

一方で, ｢学級での取り組み｣ としては, 負担感なく

毎日取り組めるよう ｢Aっ子エクササイズ｣ が作成され,

毎日５時間目が始まる前の５分間が体づくりの時間にあ

てられることとなった｡ ｢Aっ子エクササイズ｣ とは,

スローモーション起立・着席, 四股ふみ, つばめ, ビジョ

ントレーニングなどの種目からなる一連の運動である｡

全校集会も ｢体づくり｣ の場であることが再確認され

た｡ そこでめざす子供の姿として, ｢人との距離を正し

く保ち, 並ぶ｣ ｢美しく並ぶことを心地よく感じる｣ ｢話

し手に心と体を向けて話を聞く｣ ｢姿勢を正しく保つこ

とができる｣ の４点が示された｡ 入退場や整列の仕方な

ど具体的な手立てを全教職員で講じながら, 全校集会も

｢体づくり｣ の場であるという共通理解が図られ, 取り

組まれた｡ このような共通理解は, 教員間では職員会議

や校内研修を通して, 児童には全校集会等の校長講話を

通して形成された｡

さらに ｢体づくり｣ に関する環境整備として, 体づく

り掲示板 (写真１) やハイタッチ板 (写真２) の修繕や

新設が行われた｡

写真１ 体づくり掲示板

写真２ 昇降口のハイタッチ板

③ 校内運動会の位置付け

毎年９月に行っている運動会は, ｢体づくり｣ の大事

な機会と捉えられ, ｢運動会は体づくりの成果発表の場｣

にしていくことの共通理解が, 職員会議等をとおして教

員間で形成された｡ 運動会での子供たちの姿全体がまさ
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教
育
部

年間行事予定の中に ｢体づくり｣ に関する各取り組み
を位置付けておくことで, 見通しをもった取り組みに
なるようにした｡

研
究
部

各教科, 領域の全体計画と年間指導計画の作成一覧の
中に ｢『体づくり』 に関する指導｣ も入るようにした｡

生
徒
指
導
部

学習中の姿勢保持や休み時間の過ごし方について ｢体
づくり｣ の視点でも指導していくことを確認した｡

学
力
向
上
部

学力向上の基盤が ｢体づくり｣ であることを確認し,
作成中の全体計画の中に ｢体づくり｣ を位置付けるよ
うにした｡

図５ 体づくり通信 運動会後
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に ｢体づくり｣ の成果であるが, 特に入場行進, 全校ブ

リッジ, 全校片足バランス, ラジオ体操, 一輪車パフォー

マンスが ｢体づくり｣ の成果として強調された｡ これら

のことは, 運動会前後の ｢体づくり通信｣ (図５) によ

り, 運動会の見所や成果として保護者に伝えられた｡

④ ｢体づくり｣ の広報～保護者・地域への発信～

上で触れたように, 保護者や地域への広報として,

｢体づくり通信｣ が発行され, A小学校ホームページに

も掲載された｡ 校長や養護教諭からも, ｢体づくり｣ に

関する発信があった｡ さらに, ｢体づくり掲示板｣ が設

置され, 新入生保護者説明会や一日授業公開日, 学校保

健委員会, 近隣の学校への出前授業等も, 保護者や地域

との連携や啓発の場として活用された｡

２. 校内研究 ｢体づくり｣ の成果

(１) 平成22～25年度の成果

まず, A小学校で校内研究として, 組織的に取り組ま

れた平成22～25年度の成果について述べる｡

｢全国体力・運動能力, 運動習慣等調査｣ (以下, 全

国体力テスト) ではで県平均を上回る種目数の増加があっ

た｡ 図６は, 各種目について, 各学年・男女別で, 県の

平均を上回った種目数を全校で合計したものを表したも

のである (各学年, 男女ともに全種目が平均を上回った

場合, 最大値は96になる)｡

図６ 全国体力テスト結果の推移

図７ 平成25年度６年生の学力変化

(県平均との差の経年変化)

学力面も同様に, 学校全体が落ち着き学習に向かうこ

とができる子供が増えたと感じる教員が多く, S県 ｢学

力・学習状況調査｣ (図７) では年々結果が良くなって

いった等の成果があった｡

(２) ｢体づくり｣ への組織的取り組みと児童の体力・

学力

平成22年度から27年度の全国体力テストの結果から,

A小学校の校内平均値がS県の平均値を上回った種目数

の経年比較が示されているのが図８である｡ 体力テスト

の全８種目に関し, 男女それぞれに, 県の平均値を上回っ

た場合, １項目とカウントしている｡ つまり, 各学年の

最大値は16となる｡ その各学年の項目数を学校全体で総

計しているのが, 図８の各年度の右端の合計数である｡

各年度の県の平均値を上回った項目の合計を見てみる

と, ｢体づくり｣ を校内研究として取り組んでいた平成

22年度から平成23年度にかけて増加し, 平成24年度に一

旦減少するが, 校内研究としての ｢体づくり｣ の最終年

度である平成25年度には合計数が伸びている｡ ｢体づく

り｣ における体力向上が大きな成果として現れたと言え

る｡ しかし, 学力向上を意識した ｢授業づくり｣ に取り

組み始めた平成26年度には, 校内研究 ｢体づくり｣ を始

めた当初の平成22年度とほぼ同程度の結果になり, 平成

27年度にはさらに低下している｡
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図８ 全国体力テストの経年比較 (H22～H27)

図９ 全国学力テストの経年比較 (H22～H27)



平賀 謙一・丸橋 静香・長 和博

次に, 平成22年度から27年度の全国学力テストの結果

から, A小学校の校内平均点とS県の平均点の差を教科

ごとに比較してみた (図９)｡ 教科によりばらつきがあ

るものの, 校内研究として ｢体づくり｣ に取り組んでい

た平成22年度から平成25年度にかけて県の平均点との差

が正に大きくなっていることが見て取れる｡ 県の平均点

との差が最も正に大きかった年度は, ４教科とも平成25

年度である｡ しかし, 翌年の平成26年度には, ４教科全

てで前年度を下回り, 平成27年度には, 校内研究 ｢体づ

くり｣ を始めた当初の平成22年度とほぼ同程度の結果に

なっている｡

ここで図８と図９を比較して見てみると, 全国体力テ

ストと全国学力テストの結果は同じような傾向となって

いることが分かる｡ もっとも, 図８は第１学年から第６

学年の学校全体の体力を示すものであり, 図９は第６学

年のみの学力を表したものであり, 単純に比較すること

には問題がある｡ しかしながら, 学校の学力を示す, あ

くまで一つの指標として､ 第６学年の学力を持ち出すこ

とが許されるのではなかろうか｡

そこで, 改めて整理すると, A小学校のデータからは,

校内研究としての ｢体づくり｣ に全教職員で組織的に取

り組んでいた時期は, 体力も学力も向上していたが, そ

の後―― ｢授業づくり｣ とともに ｢体づくり｣ に取り組

んでいたとはいえ―― ｢体づくり｣ が校内研究として副

次化した時期は, 学力・体力ともに低下したことが明ら

かになったのである｡

３. 組織的・継続的取り組みの重要性

(１) 体力について

全国体力テストにおいて県の平均値を上回った種目数

の合計を, 校内研究として全教職員で組織的に取り組ん

でいた４年間 (平成22年度～25年度) と, それ以降の４

年間 (平成26年度～29年度) で比べてみる (表４)｡

これによると, 平成22年度から25年度の期間は全学年

で208項目あったのに対して, 平成26年度から29年度の

期間は109項目と99項目も減少している｡ 総合的に考え

ると, 校内研究として全教職員で組織的に取り組んでい

た時期は, 非常に体力が高かったと言える｡

表４ 県平均を上回った種目数の合計と増減

(２) 学力について

S県学力テストにおいて, A小学校の校内平均点とS県

の平均点との差を教科ごと, 及び入学年度ごとに比較し

た (図10)｡ 各年度で児童の実態等が違うので, 当然大

きなばらつきがある｡

しかし, 平成20年度, 21年度, 23年度に入学した児童

は, ４年生から６年生にかけて, 県の平均点との差が正

に大きくなっていた｡ また, 平成22年度に入学した児童

は, ４年生から５年生にかけて大きく下げているが, ６

年生になると回復が見られた｡ これらのことから, ｢体

づくり｣ の取り組みは, 学力と何らかの関連があると言

えるのではなかろうか｡

一方, 平成25年度から29年度までの６年生の全国学力

テストで, A小学校の校内平均点とS県の平均点との差

を教科ごとに比較した (図11)｡

校内研究としての取り組みを終えた平成26年度以降は,

県の平均点との差が縮まり, 27年度には国語Aを除き負

に大きくなっている｡ この時期は, ｢体づくり｣ の取り

組みが低調になり学力向上へと学校全体がシフトしていっ

た時期と重なる｡ その中で, 平成28年度の大きな学力の

伸びは, 前年の27年度に新設された学力向上推進部の取

り組みとしての大きな成果と捉えることができるが, 翌

年の29年度には再び大きく下がっている｡ このことは学

力向上が, 単に学力向上に向けた取り組みだけで可能に
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図10 S県学力テスト入学年度別比較

図11 全国学力テスト推移



小学校における ｢学習に向かうことができる体づくり｣ の組織的取り組みとその成果

なるのではないことを示しているのではなかろうか｡ 前

述したように, ｢体づくり｣ が全校体制の組織的取り組

みとして順調であった頃は, ｢体づくり｣ と学力向上が

正の相関をなしていたことを考えると, 学力向上は ｢体

づくり｣ によっても大きく支えられていると言えるので

はなかろうか｡

(３) 市連合体育会の結果

｢体づくり｣ に取り組んだ成果の分かりやすい指標の

１つに, 市連合体育大会の入賞者数の記録がある｡ 平成

25年度から30年度までの入賞者数を経年比較したところ,

平成25年度は７種目の入賞者数だったの対し, 平成30年

度は17種目に増加し, 28年度を除き, 年々増加している

(図12)｡

特に平成30年度は, 優勝だけでも６種目あり, 躍進ぶ

りが顕著でなった｡ 平成30年度の６年生は, 平成25年度

の入学であり, 校内研究として取り組んでいた最終年度

の子供たちであることから１年生時の充実していた ｢体

づくり｣ の取り組みの成果の一つであるとも言えるだろ

う｡

(４) 保健室来室者数の変化

また, 体力がつけば保健室への来室者数も減るだろう

という認識から, 平成23年度から28年度までの来室者数

の経年比較を行った (図13)｡

保健室に児童が行ったケースを, 大きく ｢内科｣, ｢外

科｣, ｢その他｣ に分けたところ, 内科と外科による来室

者数がそれぞれ減少している｡ そして, 最も多かった平

成24年度の合計3999人から, 平成28年度には2030人にな

り, およそ半減した｡

このことからは, ｢体づくり｣ の取り組みで体力がつ

きくことで, 体調不良等が減り保健室の来室者数が減っ

ていったということが推察される｡

おわりに

本稿では, 約９年間 ｢体づくり｣ を行ったA小学校の

取り組みの実際とその成果を明らかにした｡

積極的な取り組みをしていた時期は体力も学力も向上

していたが, 体づくりへの組織的取り組みが学校事情で

やや低調になると体力のみならず学力も低下した｡ 体づ

くりの取り組みが, 体力・学力形成双方に影響があるの

ではないかということを本稿は示している｡

もっとも, 本稿は, このA小学校の取り組みに関し,

体力形成, 学力形成のあいだの相関について, 統計的に

有意であることを明らかにできているわけではない｡ こ

れらの関係については, また別途精査される必要がある｡

ただし, これまで体力と学力との関係は議論されては

きたが, 継続的な取り組みによる成果についてのデータ

はほぼ皆無であったことを考えれば, 本稿が示した資料・

成果に関するデータは, 今後の ｢体づくり｣ にとって,

また学校経営を考えていく上で､ 有意義なものと位置づ

けることができるのではないだろうか｡

【註】

１ 本稿のA小学校に関する体力・学力に関する図表は,

下の【資料】を基に作成している｡ また, 当時の校内

状況に関する教職員の雰囲気等に関する記述は, 当時

A小学校に在籍していた職員からの聞き取りによるも

のである｡

【資料：A小学校に関するもの】

(平成22年度～25年度の取り組みに関して参照した資料・

データ)

－ 『平成23年度研究収録』

－ 『平成24年度研究収録』

－ 『平成25年度研究収録』

※ 平成22年度は ｢体づくり｣ 初年度であり, 研究収

録の冊子は作成されていない｡ ただ, 平成22年度の

児童の体力に関するデータは, 平成23年度の 『研究

収録』 に見ることができる｡

(平成26年度～30年度の取り組みに関して参照した資料・

データ)

－A小学校校内教職員共通閲覧用PCフォルダー

※ A小学校の許可の下, 本稿執筆者が閲覧した｡
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図12 市連合体育大会の記録

図13 保健室来室者数の変化
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